
 663

平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 早川雅己

橋本恵起案者
総務課課

中学校施設管理事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

特定の市民や団体を対象にしたもの性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
2 快適な環境づくり

総合計画体系

一般会計

50-15-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

一部委託

開 始

有

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成２６年第３回定例会（樹木の安全管理について）、平成２６年第１回（暖房器具の維持管理について）

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

学校施設の維持管理、夜間警備、消耗品・備品の購入等を実施し快適な教育環境を整えます。
体育用具点検委託、ごみ収集委託、樹木消毒剪定委託、消防用設備点検委託、浄化槽保守点検委託、電気保安
業務委託、昇降機保守点検委託、空調設備ガスヒーポン点検委託、窓ガラス清掃委託、空調換気設備清掃委
託、夜間警備委託、校務管理委託など。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安心して学校生活を送ることができる

～になる

生徒が

浄化槽保守点検委託などで市施設全体についてまとめて入札をする手法を導入することで、経費の削減を図れ
ました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 2,205

 0

 233,891

 0

 0

 0

 0

 233,891

 236,096

（実績）

平成24年度

 0

 2,961

 0

 203,883

 0

 0

 0

 0

 203,883

 206,844

（実績）

平成25年度

 0 0

 3,528 3,528

 0 4,500

 204,266 227,010

 5,738 4,500

 0 0

 0 0

 0 0

 210,004 231,510

 213,532 235,038

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 4,284

 4,500

 237,842

 4,500

 0

 0

 0

 242,342

 246,626

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.35) (0.47) (0.56)(0.56) (0.68)

1



３ 各活動にかかるコスト

委託業務を実施した学校
数(校)

中学校施設管理委託活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 6,679.13活動にかかるコスト

 53,433活動の総事業費

 8.00実績

 8.00見込

平成24年度年度

 2,685.63

 21,485

 8.00

 8.00

平成25年度

 2,863.13

 22,905

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

ガラス被害(件)

目標成果指標値

体育用具故障件数(件)
成
果
２

成
果
１

未達成

 2.00

 0.00

目標達成年度 達成達成状況

 0.00実績

 0.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 0.00

 1.00

未達成

 0.00

 6.00

未達成 未達成

 7.00

 0.00

達成

 0.00

 0.00

平成26年度

 0.00

 0.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
　特にありません。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

教職員にも施設の点検・施錠の確認・校内警備などを依頼しました。
浄化槽の保守点検委託について、市施設全体についてまとめて入札を行い経費を削減しました。

体育用具の点検を教職員にもやってもらい、不具合内容を指摘してもらうことで、必要な修繕を適切に行うことができまし
た。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

施設の日常点検を引き続き教職員にもやってもらい、不具合があった場合には速やかに対応できるようにします。

８ 方向性

快適な学校生活が送れるよう施設の維持管理に努めます。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 施設係
決裁者 早川雅己

石原久仁夫起案者
総務課課

中学校施設修繕事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

特定の市民や団体を対象にしたもの性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
1 安全な環境づくり

総合計画体系

一般会計

50-15-5

4-3-2-3-2

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

雨漏り補修や破損した建具の修理など、中学校施設の修繕工事を実施します。
建物の保全計画に基づいた修繕を実施します。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全な中学校施設で生活することができ
るようになる。

～になる

生徒が

修繕箇所や状況がより詳しく把握できるように写真を添付することにより、修繕する内容をより細かく業
者に指示することができるようになりました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 3,969

 0

 15,139

 0

 0

 0

 0

 15,139

 19,108

（実績）

平成24年度

 0

 2,016

 0

 20,458

 0

 0

 0

 0

 20,458

 22,474

（実績）

平成25年度

 0 0

 1,827 1,827

 0 0

 28,020 35,400

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 28,020 35,400

 29,847 37,227

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 1,827

 0

 21,000

 0

 0

 0

 0

 21,000

 22,827

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.63) (0.32) (0.29)(0.29) (0.29)

1



３ 各活動にかかるコスト

学校数(校)

学校施設の修繕活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 2,388.50活動にかかるコスト

 19,108活動の総事業費

 8.00実績

 8.00見込

平成24年度年度

 2,809.25

 22,474

 8.00

 8.00

平成25年度

 3,730.88

 29,847

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

修繕された学校で学ぶ生徒数(人)

目標成果指標値

修繕工事数(件)
成
果
２

成
果
１

 76.00

 0.00

目標達成年度 達成達成状況

 5,929.00実績

 5,929.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 5,951.00

 5,951.00

達成

 0.00

 71.00  85.00

 0.00

達成

 5,868.00

 5,868.00

平成26年度

 0.00

 5,860.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
破損箇所及び危険箇所の修繕を実施したことにより、生徒にとって安全で快適な学校環境を整備することができました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

競争入札を実施したこともあり、一つ一つの修繕費を低く抑えることができました。

全中学校からの修繕要望に対し、適切な対処を行った結果、修繕された学校で安全に生活できる生徒数の目標が達成できま
した。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

修繕内容を精査し、効率的に修繕を行います。
生徒の安全を最優先に考え修繕を行っていきます。

８ 方向性

施設の老朽化にともない、修繕箇所の増加が予想されますので、各学校と連携し、生徒の安全確
保を目的とした修繕を実施していきます。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

拡充

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 施設係
決裁者 早川雅己

石原久仁夫起案者
総務課課

中学校施設改修事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

特定の市民や団体を対象にしたもの性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
1 安全な環境づくり

総合計画体系

一般会計

50-15-5

4-3-2-3-2

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

有

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

H22.6太陽光発電設備の設置、H22.12トイレ改修、H23.6校舎、体育館のｶﾞﾗｽ飛散防止、H23.9教室への扇風機の設置

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

学校要望に基づき現地調査を行い、中学校施設の改修工事を実施します。また、改修工事を実施するにあた
り、設計が必要な工事については、設計業務を実施します。
H23年度から校舎トイレ改修工事を計画的に進めます。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全に学校生活を送ることができるよう
になる。

～になる

生徒が

一般競争入札を実施することにより、一工事当たりの単位コストを抑えることができました。
学校等との調整を綿密に行い、学校生活に極力支障をきたさないようにしました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 4,536

 0

 193,959

 0

 0

 0

 12,552

 206,511

 211,047

（実績）

平成24年度

 0

 3,591

 0

 253,599

 0

 0

 0

 88,326

 341,925

 345,516

（実績）

平成25年度

 0 0

 2,457 2,457

 0 0

 253,726 344,700

 0 0

 0 0

 0 0

 27,644 18,500

 281,370 363,200

 283,827 365,657

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 2,520

 0

 141,000

 0

 80,000

 0

 48,500

 269,500

 272,020

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.72) (0.57) (0.39)(0.39) (0.40)

1



３ 各活動にかかるコスト

工事件数(件)

改修工事活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 13,190.44活動にかかるコスト

 211,047活動の総事業費

 16.00実績

 11.00見込

平成24年度年度

 20,324.47

 345,516

 17.00

 13.00

平成25年度

 18,921.80

 283,827

 15.00

 13.00

平成26年度

 7.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

改修工事実施率（実施数／計画数）(％)

目標成果指標値

改修された学校で学ぶ生徒数(人)
成
果
２

成
果
１

達成

 5,929.00

 5,929.00

目標達成年度 達成達成状況

 145.00実績

 100.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 100.00

 131.00

達成

 4,282.00

 4,282.00

達成 達成

 5,868.00

 5,868.00

達成

 115.00

 100.00

平成26年度

 2,726.00

 100.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
改修工事を行ったことにより、長期的な安全確保ができました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

優先度及び緊急度の高さを検討し、効率的に改修工事を行いました。
一般競争入札を実施し、工事価格の適正化に努めました。

学校からの要望により、改修が必要とされる箇所を把握し、必要性の高い工事を選び、実施することができました。
必要とされる工事を実施することにより、校内の安全性を高めることができました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

工事の優先度及び緊急度を熟考し、より効率の高い改修工事を行います。
生徒の安全を最優先に考え営繕工事を行います。

８ 方向性

施設の老朽化により改修が必要な箇所の増加が予想されますので、安全性や必要性を考慮し、効率
的な改修工事が実施できるようにしていきます。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

拡充

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2



 665

平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 早川雅己

森裕恵起案者
総務課課

中学校情報化推進事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

特定の市民や団体を対象にしたもの性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
3 情報化への対応

総合計画体系

一般会計

50-15-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

有

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成２６年第４回定例会（学校教育のＩＣＴ化について）

平成16年度

委託先

期 間終 了11年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

国のＩＴ新改革戦略により、学校ＩＣＴの環境を整備します。また、整備した情報機器については適切に保守
管理するとともに、適切な時期に計画的に更新していきます。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

学習に情報機器を活用できるようになる

～になる

生徒が

特にありません。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 630

 0

 14,477

 0

 0

 0

 0

 14,477

 15,107

（実績）

平成24年度

 0

 630

 0

 35,530

 0

 0

 0

 0

 35,530

 36,160

（実績）

平成25年度

 0 0

 945 630

 0 0

 13,289 12,879

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 13,289 12,879

 14,234 13,509

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 945

 0

 39,780

 0

 0

 0

 0

 39,780

 40,725

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.10) (0.10) (0.15)(0.10) (0.15)

1



３ 各活動にかかるコスト

情報機器の増設及び更
新をした学校数(校)

情報機器の増設及び更新

保守管理委託等を実施し
た学校数(校)

情報機器保守管理委託等活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 616.63活動にかかるコスト

 4,933活動の総事業費

 8.00実績

 8.00見込

 1,271.75活動にかかるコスト

 10,174活動の総事業費

 8.00実績

 8.00見込

平成24年度年度

 3,172.00

 25,376

 8.00

 8.00

 1,348.00

 10,784

 8.00

 8.00

平成25年度

 347.38

 2,779

 8.00

 0.00

 1,432.00

 11,456

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

 8.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

情報機器の増設及び更新をした中学校数(校)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 8.00実績

 8.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 8.00

 8.00

達成 達成

 8.00

 0.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
・情報機器の不具合が生じた場合には、素早く修繕等の対応ができました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

・保守管理委託については、長期継続契約の更新で契約金額が増加したため、活動にかかるコストが増加しました。
・情報機器の増設・更新について、２５年度は非常勤講師・臨時教職員に対してパソコン購入、図書室・保健室のパソコ
ン更新などを行ったため、学校あたりのコストは上昇しました。２６年度はカラーレーザープリンターへの更新を行いまし
たが、その他の情報機器の増設・更新はありませんでしたので、活動にかかるコストは減少しました。

・老朽化した情報機器の更新を計画どおりに実施し、学校ＩＣＴ環境の向上を図ることができました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

老朽化した情報機器については、適切な時期に更新を行います。また、授業でのパソコン活用事例を学校に紹介するなどして活
用促進を図ります。

８ 方向性

引き続き、老朽化した情報機器を適切な時期に更新するとともに、整備された情報機器を有効活用で
きるよう、学校に情報提供します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 早川雅己

森裕恵起案者
総務課課

中学校魅力ある学校づくり事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

特定の市民や団体を対象にしたもの性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
2 義務教育
3 安全で快適な教育環境
4 魅力ある学校づくり

総合計画体系

一般会計

50-15-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

全部委託

開 始

有

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成18年3月市民文教常任委員会

昭和61年度

委託先

期 間終 了29年目経 過

その他(各学校諸活動運営委員会)

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

各学校の伝統、地域性、独自性を活かした本事業を推進し、生徒の学習意欲の高揚や心身の発達に寄与しま
す。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

自校の方針に基づき、創造的、個性
的な学校づくりを進める

～になる

各中学校が

平成15年度から委託金額を50万円以上、300万円以下に改正しました。
平成19年から委託金額の下限をなくしました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 819

 0

 3,374

 0

 0

 0

 0

 3,374

 4,193

（実績）

平成24年度

 0

 819

 0

 1,184

 0

 0

 0

 0

 1,184

 2,003

（実績）

平成25年度

 0 0

 819 819

 0 0

 1,321 4,000

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 1,321 4,000

 2,140 4,819

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 819

 0

 4,000

 0

 0

 0

 0

 4,000

 4,819

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.13) (0.13) (0.13)(0.13) (0.13)

1



３ 各活動にかかるコスト

提案校数(校)

事業提案活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 599.00活動にかかるコスト

 4,193活動の総事業費

 7.00実績

 8.00見込

平成24年度年度

 250.38

 2,003

 8.00

 8.00

平成25年度

 267.50

 2,140

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

学校づくり事業提案数(学校数)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 未達成達成状況

 7.00実績

 8.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 8.00

 8.00

達成 達成

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
２６年度事業の採択校は３校（安祥中、明祥中、桜井中）で、生徒の体力向上や学習環境改善のための整備ができました。
環境に関連した内容のもの（緑のカーテン）も含まれています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

採択した学校から業者へ発注する際にも、複数業者からの見積もりを徴し、コストの縮減に努めてもらっています。

２６年度は全校から提案があり、目標を達成できました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

より学校の特色を活かした提案を採択するとともに、「環境首都」実現のために、環境教育に関連する提案は積極的に採択して
いきます。また、不採択校が翌年度に積極的に提案できるように、審査内容を学校に公表する方法を引き続き検討していきま
す。

８ 方向性

生徒の学習意欲の高揚や心身の発達に寄与する学校からの提案を大切にし、今後も継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2


